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特　　集

第四次産業革命の到来

　IoT、ビッグデータ、AIを含めたテクノロジーを
起点に「第四次産業革命（Industry4.0）」が昨今グ
ローバルで重点注力テーマとなっています。産業革
命史は18世紀末の水力・蒸気機関による機械での
生産、20世紀初頭の電力による大量生産、1970年
代からのインターネットを含む電子工学・情報技術
を活用したオートメーション化である第三次産業革
命と続いてきました。そして、現在の「IoT、ビッ
グデータ、AI」が第四次産業革命のコア技術に該
当すると言われ、ドイツを発端に世界中でコア技術
を活用した新産業創出を目指す動きが加速しており
ます。各国政府が自国の競争力向上を目指し第四次
産業革命を推進する政策に取り組む中で、ASEAN、
特にシンガポールのAI政策のスピード感は群を抜
いています。たとえば、2017年7月に、シンガポー
ル国立研究財（NRF）が今後5年で100億円以上を
AI関 連 技 術 に 投 資 す る 意 思 決 定 を し、AI 
SingaporeというAI戦略の中枢を担う専門機関を設
立して国家をあげてAI政策に取り組み始めました。
世界各国では、Google, Amazon, Microsoft等の米
国の大手IT企業が主要AI企業を多額の資金で買収
をしたり、著名な大学の研究者を雇用するなど、人
材の流動化も激しさを増しており、日本では著しい
AI人材不足が課題となっています。
　このような激動の時代に、企業はどのようにして
IoT、ビッグデータ、AIを活用し、次なる時代の新
産業を創出していけば良いのでしょうか。本稿では
この問いに焦点を当てて、皆さんに第四次産業革命

を引き起こす大きな引き金となった「AI」活用の
今をご紹介します。

AI時代を支えるIoT, ビッグデータとは

　IoT、ビッグデータ、AIというコア技術が第四次
産業革命を引き起こすエンジンにとなったメカニズ
ムについて理解を深めるため、IoT、ビッグデータ、
AIの各々の関係性についてご説明します。
　「IoT（Internet of Things：モノのインターネッ
ト）」は大きく「上りのIoT」と「下りのIoT」の
二つに定義できます。IoTセンサーが安価に購入で
きるようになったことで、リアルな世界のあらゆる
場所にセンサーを取り付けることができるようにな
りました。その結果、センサーを経由して、リアル
な世界からクラウド上に様々なデータを収集する環
境が構築されました。「データを取得するための
IoT」、これが我々の考える「上りのIoT」です。次
に「下りのIoT」は、たとえば家にいない間に電気
を調整したり、家に帰る直前にお風呂やエアコンを
つけたりと、インターネットからリアル世界に信号
を送りIoTセンサー等をコントロールすることを意
味します。
　さまざまなモノがクラウドやAIとつながる基盤
であるIoT基盤が生まれた背景には、通信速度と帯
域の急速な発展があります。また、IoTの普及によ
り蓄積されるデータ量が急速に増えビッグデータが
生まれましたが、ビックデータが促進された別の背
景としてクラウドシステムの浸透があります。クラ
ウドが浸透する以前は、ビッグデータを蓄積するた

第四次産業革命時代における企業のAI利活用

ABEJA SINGAPORE
ABEJA COO, CFO、ABEJA Singapore CEO 
外木　直樹
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めに莫大なコストがかかっていましたが、現在は
Amazon Web ServiceやMicrosoft Azureといった
さまざまなクラウドシステムが各社から提供される
ことで、簡易で低価格に大量のデータを蓄積するこ
とができるようになりました。
　その結果、2013年には世界中に4.4ZB（ゼタバイ
ト）あると言われていたデータ量が、たった7年後
の2020年には約10倍の44ZBになると予想されて
います。Data is Kingと言われるように、固有の企
業でしか取得できないビッグデータの価値は今後高
まる事が予測されており、多くの企業がクラウド
サービスを利用してビッグデータを蓄積・所有し、
自社の競争力を高めようと努力しています。

＜上り・下りのIoT　作成：ABEJA Inc＞

「AI（人工知能)」「ディープラーニング」の
正しい理解

　IoTとビッグデータの関係性についてご理解いた
だけましたでしょうか。蓄積したビッグデータは、
所有するのみではなく、利活用することで価値が生
まれます。データの蓄積ができて初めて、経営にイ
ンパクトのある業務プロセスで利活用することを考
えるステップに進みます。そこで登場するのが

「AI(人工知能）」です。
　現在、AIは第三次ブームを迎えていると言われ
ています。1980年代の第二次ブームは、エキスパー
トシステムと呼ばれる現場の職人技を「もしAで
あれば、B」と条件分岐ロジックに落とし込むと
いったルール付けの域を出ないものが大半でした。
その後「機械学習」と呼ばれるAIの学習手法が普
及しはじめました。第三次ブームは、その機械学習

の一種とも言える、「ディープラーニング」の登場
からはじまりました。
　ここで今一度、AI、機械学習、ディープラーニ
ングのそれぞれの違いについて簡単に説明します。
AIの定義は専門家によってもさまざまですが、そ
の一つに「知的な機械、特に、知的なコンピュータ
プログラムを作る科学と技術」※1 という定義があり
ます。機械学習は、AIの中の一つの技術で、従来
のように特定のタスクを完了するために手順に沿っ
て手作業でプログラムするのではなく、人間や動物
が経験から自然と学習することを、機械を活用し
て、所定のモデルを利用することなく、データから
直接的に学習していく手法です。主に「教師あり学
習」「教師なし学習」「強化学習」が取り上げられる
ことが多く、機械学習が注力された大きな理由の一
つに、ビッグデータを分析し、より正確な結果をよ
り速やかに提供できるモデルを、自動的に短時間で
生成できるようになったことがあります。
　ディープラーニングは機械学習のうちの一分野で
あり、大量のデータセットと多数の変数が含まれて
いる難しいタスクと相性がよい点は類似していま
す。ディープラーニングが一躍注目を浴びたのは、
2012年の画像認識の世界コンテストです。従来1年
間で1%下がればよいと言われていた画像認識のエ
ラー率を、カナダのトロント大学がディープラーニ
ングを活用する事で前年の優勝チームの記録した記
録より、10％以上エラー率を下げて圧勝する奇跡的
な出来事が起きました。その圧倒的な精度が示され
て以降、ディープラーニングのビジネス利用が活発
化するようになったという歴史があります。

＜AI、機械学習、ディープラーニングの違いと時系列　
� 作成：ABEJA Inc＞
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何が異なるのでしょうか。
たとえば、猫と犬を判別するモデルを作成するとし
ましょう。機械学習ではコンピューターに学習をさ
せる際に、人が「どの特徴に着目するべきか」とい
う指示を出す必要があります。猫の特徴を「耳が
尖っている」「爪が長い」「毛並みが揃っている」な
どと一つ一つ抽出し分類することになります。ただ
し、一概に耳が尖っているのが猫とは言えないよう
に、判断が難しいケースも出てきます。そのような
ケースを一つずつ洗い出し、それに応じて優先する
特徴を重み付けし、ルールを設けなければいけない
のがこれまでの機械学習でした。判定ミスも少なか
らず起きたり、細かいルールを設ける部分を全て人
の手で実施する煩雑さが一定数以上は存在していま
した。
　一方、ディープラーニングは、機械学習と異な
り、人が特徴を指示する必要がありません。猫の画
像をコンピュータに見せて、結果的に猫か犬かを自
動的に判断させる。間違った時は、間違ったという
情報のみを与えて、判断の途中でコンピュータが自
動的に調節をしていく。こうした調整をコンピュー
タ自身が数百万回と繰り返すことで精度を向上させ
ていきます。この過程で、コンピュータは犬や猫の
一つ一つの形を「これは耳だ」と言語化はせずに、
多くの猫の画像に共通する要素を見出して「これは
猫かもしれない」と考えます。経験を繰り返して

「直感的に」理解をしていくイメージです。ディー
プラーニングはある意味、耳や目や鼻の特徴などを
考えずに自然に猫と犬を区別している我々人間の感
覚に近い学習方法とも言えます。機械学習もディー
プラーニングも、大量のデータを元に学習を繰り返
して精度を向上させていく点では同じですが、機械
学習は、より人間の意思で学習の方向性をコント
ロールでき、ディープラーニングは人間が言葉で特
徴を表しづらい領域、人間の視覚や聴覚に頼って判
断する領域を得意として、すでに画像・音声の領域
では人間に匹敵するレベルになってきました。
　なお、長いAIの歴史の中で昨今ディープラーニ
ングによる学習が可能になった背景には、GPU

（Graphics Processing Unit）の活用により学習効率

が飛躍的に向上した点があります。通常の個人利用
のコンピュータに積まれている制御・演算を担当す
る装置はCPUと呼ばれますが、GPUは、CPUと比
較しおよそ10倍以上の速度で同様の学習を完了さ
せることができます。ディープラーニングに何百万
回も学習させる作業は、最新のコンピュータでも通
常は多くの時間を要します。GPUの活用をもって
はじめて、大量のIoTデータを含むビッグデータに
対して、AIがスピーディーに解析を行う環境が整っ
たと言えます。

産業界に導入が加速するディープラーニング

　2012年以降のディープラーニングの飛躍的な精
度の向上により、2018年現在あらゆる業界での
ディープラーニングを活用した産業構造変革の事例
が生まれています。日本ディープラーニング協会

（JDLA）によると、世界のディープラーニング市
場は2024年までに400億ドル（約4.4兆円）を越え
るとも予測されています。ここからは、実際に
ディープラーニングがどのように産業構造を変革し
ているのかをご紹介します。
　Industry4.0時代の波に乗り、IoT・ビッグデー
タ・AI活用を先進的にトライアルしてきた製造業
において、グローバルでのディープラーニング活用
の成功事例が昨今急速に増えてきています。たとえ
ば、完成品や中間品の検品作業は、従来職人技とさ
れており、複数の人の目に頼って判断してきており
ました。そこで、正しい完成品の画像と出荷できな
い傷などが付いた完成品の画像をカメラなどで撮影
し、ビッグデータとして蓄積して、ディープラーニ
ングで学習・解析させることで、自動的に完成品を
見た際に、出荷可否を教えてくれるモデルが登場し
ました。
　人間はディープラーニングによる解析で、弾かれ
た完成品だけをチェックすればいいため、工数は
10分の1以下に軽減します。なによりディープラー
ニングはデータを蓄積して学習を繰り返せば繰り返
すほど精度の向上が見込まれるため、結果として人
の目による最終チェックの必要性も少なくなり工数
が削減されるメリットを享受することになります。
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その他にも、故障の予知・保全や、各種部品の調達
需給最適化など、いままで人間の勘や経験に頼って
いた仕事をディープラーニングに置き換えることが
可能になっており、今後も活用範囲が広がる可能性
を秘めています。
　また、小売業では、従来取得できていなかった
POSデータ以外のデータを、センサーを活用して
取得することで店舗内経営を数値化する流れが加速
しています。従来小売業の顧客行動分析では、購入
者のデータはPOSデータとして得られても、購入
に至らなかった来客に関するデータを得ることがで
きず、売上の増減理由を深く把握することができな
いという課題が長年存在しました。そこで、カメラ
で来店者の動画像データを取得し、ディープラーニ
ングを活用して、大量の動画像データから定量的な
入店数・性別年齢などを把握することができるよう
になり、入店率、滞在時間、棚前の立ち寄り率など
定量的な指標を定義して、売れている理由・売れて
いない理由を要素分解できるようになりました。収
集したデータを活用し、需要予測、発注量の最適
化、スタッフのシフト最適化などの実現に生かす店
舗も増えてきています。

＜ABEJA小売業向け店舗解析サービスイメージ
作成：ABEJA Inc＞

　2018年1月 に、 米Amazonが「Amazon Go」 を
一般開放するというニュースも報じられました。
Amazon Goはレジを持たないストアで、買い物客
が手にした商品を認識し、店内で棚から取った商品
をそのまま持って店を出ると、商品は自動的に精算
される仕組みです。この中の一部はディープラーニ
ングを活用しているとウワサされるものもありま

す。このように、画像やセンサーデータなどから物
体を認識する技術を用いることで、従来には想像も
つかない購買体験が実現します。
 

いざAIを導入する際に企業が陥りがちな
課題と解決のコツ

　最後に、企業が実際にAIをどのように活用してい
くべきか、という点に踏み込んでみます。企業の経
営層の方々と話していると、AIへの興味関心は非常
に高いものの、前述したようなAI・機械学習・
ディープラーニングの違いすら曖昧であったり、社
内外でAIチームを組織化・強化していると発信をし
ているにも関わらず、他業務と兼務のメンバーをプ
ロジェクトチームに入れて、既存業務が新規性の高
い取り組みを阻害していることがよくあります。
　AI・機械学習・ディープラーニングという言葉の
混合を含めたAIへの誤解が、AIへの過度な期待を
生み、期待した結果が少し出ていないとプロジェク
トを失敗と捉え終了させる話をよく耳にするように
なりました。経営目標を達成するための本質的な課
題を深掘りすることなく、周囲で話題になっている
からと、マーケティングメッセージが得意な会社に
相談をして、ありきたりなツールを入れてしまって
いる会社が残念ながら散見されます。まずは意思決
定を担うトップであり全社の事業を誰よりも具体的
に把握している経営陣・事業責任者がAIの理解を
高めることが、AIを導入する近道になります。
　だからこそ、AIのブレークスルーのテクノロジー
であるディープラーニングは決して万能ではなく、
得意不得意な領域があることを理解してもらうこと
が重要です。ディープラーニングの得意な領域は、
特に画像や音声などの構造化されていないデータ

（非構造化データ）の解析から、昨今ではグラフで
表現できる解析全般まで徐々に拡大をしています。
今まで経験豊かな人間が行っていた言語化の難しい
職人技のような領域の一部、たとえば視覚や聴覚に
頼った検品や事故の防止などに強みを発揮していま
す。それらを理解して、企業の中の人が事業課題に
当てはめてAIの活用可能性を検討することが正しい
出発地点となります。
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　なお、AIを活用する目的が決まった後も、AI、
ディープラーニングを活用するための環境を開発す
る場合、データ取得から蓄積、学習、実行、フィー
ドバックと多岐に渡るプロセスが求められます。そ
の中で、多くの企業が、意味あるデータを見つける
プロセスと開発したモデルを定常的に運用するプロ
セスで課題を感じています。
　企業がAIを活用するためには、まずIoTデバイス
や自社のシステムからの大量のデータを取得し、そ
のデータを何らかのストレージに蓄積します。AIを
活用して学習するためには、学習する元となるデー
タ（教師データ）が必要です。ところが、一般的に
蓄積するデータは、特に目的の定められていないゴ
ミデータが大半であり、かつ学習に適した教師デー
タの形として蓄積されているわけではありません。
そこで、雑多なデータを教師データにするためのラ
ベル付け作業が必要となります。この作業がアノ
テーションです。
　たとえば、犬と猫の分類をするAIを作りたい場
合、用意すべきデータは犬の画像に「犬」、猫の画
像に「猫」とテキストでラベルを付ける必要があり
ます。これ何千、何万枚と繰り返す作業は実はとて
も骨の折れるプロセスです。精度の高いAIモデルを
生成するうえで重要な工程である一方で、コン
ピュータによる自動化が難しい領域でもあり、人手
による大量なデータの識別および分類が必要となり、

各社はデータ加工を行う多数の人材を確保せねばな
りません。大半の企業は当初すぐにAIでモデルを構
築できると思っていた期待を裏切られた気持ちにな
り、プロジェクトが鈍化することになります。
　データにラベルが付与されて、はじめてAIモデル
を設計して学習するプロセスに入ります。教師デー
タを用意し、AIモデルを設計し、学習し、精度を検
証することでようやく「AI」が完成したという状態
になります。ただし、それでもここでいう完成した
モデルは、AI活用のファーストステップにすぎない
という事実を忘れてはいけません。企業はその後、
作ったAIモデルを自社の環境上で実行し、運用し
続けていく必要があります。たとえば、製造業の検
品で言えば、出荷可能な完成品と不可能な完成品を
見分けるAIモデルを作った後で、検品現場で完成
品を撮影した画像をリアルタイムにインプットとし
て取り込み、Yes or Noをアウトプットとして出す
システムが必要となります。データを収集し、モデ
ルを構築し、システムに落とし込むまでの一連のプ
ロセスを設計・運用してはじめて、自社の競争力と
なるAIに取り組んでいると言えます。

おわりに

　ABEJAは、イノベーションで世界を変えるとい
う経営理念に基いて、第四次産業革命に必要なキー

＜ディープラーニング活用のサイクルと開発・運用工程および各種課題＞
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執筆者氏名
外木 直樹（とのぎ なおき）

経歴
1988年生まれ。愛知県名古屋市出身。名古屋大学経済
学部在籍時に、グローバル人材育成プログラム成績優秀
者に採択。また大学時代にVOYAGEGROUP名古屋ラ
ボの立ち上げに参画し、事業責任者としてスマートフォ
ン関連の新規事業開発に従事。2012年、新規事業立ち
上げのコンサルティングを得意とするプロフェッショナ
ルファームに入社し、複数の大手一部上場企業の新規事
業立ち上げ、PJマネジメントの経験をして、その後株式
会社ABEJAに参画。以後、取締役COO兼CFOとして
現在も従事。2017年3月にABEJA Singapore設立に
伴い、同社のDirector/CEOにも就任。

となる技術を有効活用して産業構造を変革する多数
のビジネスを創り出す企業です。2012年からディー
プラーニングに着目し研究開発と実プロジェクトを
創業以来5年間で100以上蓄積してきました。弊社
では、基幹技術である「ABEJA Platform」の提
供、付随する機械学習・ディープラーニングに関す
るコンサルティング・研修およびディープラーニン
グを活用した小売業向け店舗解析サービスを提供し
ています。
　日本ではデータの取り扱いなど規制が原因で、
AIのプロジェクトに取り組むのが難しいシーンも
いまだ散見されます。シンガポール含めた東南アジ
アは、新規性の高い取り組みに機会を提供する良い
文化が揃っています。ここ東南アジアで日本企業が
戦後のトヨタやパナソニックのように、世界初の
AI事例を世界中に向けて発信していくための起爆
剤となれればと思います。今後、皆さんが売上拡大
やコスト削減を実現するための一つの武器として、
また第四次産業革命時代にアジアで世界初のディー
プラーニング事例を作るために、正しくAIをご理
解・ご活用いただけることを心より願っておりま
す。

＜注釈＞
※1 �人工知能学会ホームページ「人工知能のFAQ」

http://www.ai-gakkai.or.jp/whatsai/AIfaq.html
より引用

7

第四次産業革命時代における企業のAI利活用

1-1_ABEJA,INC _180221.indd   7 18.2.21   6:06:22 PM



JC
C
I月
報
2
0
1
8
年
3
月
号

デ
ー
タ
作
成
日
：
1
8
/0
2
/2
1

特　　集

はじめに

　人材開発の目的は、どんな時代であっても、「会
社のミッション・ビジョン・戦略の実現に貢献する
人材を育成する」ということは変わらないだろう。
しかし、環境や企業が変化すれば、企業が求める人
材像も変化する。求められる人材像が変化するとい
うことは、過去これまで行ってきた育成のやり方、
研修のあり方も変化することが求められる。
　昨今、ビジネスを取り巻く環境は激変し、労働集
約型の仕事はより安い人件費の国に流れ、IT化に
よって人の仕事の一部は機械がするようになってい
る。そのため、企業は従業員のスキル・知識を高
め、より人にしかできない高付加価値の仕事を生み
出すことが要請されている。特に資源の少ないシン
ガポールにおいては、付加価値の高い仕事を生み出
す人材は極めて重要である。17年度の国家予算の
うち16％が教育費を占めていることからもシンガ
ポールでは人材開発が極めて重要な位置を占めてい
るのもうなずけるだろう。
　さて、在星日系企業の人・組織面における命題は
何か？その1つは、「優秀な人材を採用し、育成し、
定着させるために日系企業として何をするのか」で
はないだろうか。さまざまな企業が優秀な人材の獲
得に躍起になっているシンガポールにおいて、我々
日系企業は何をしていく必要があるのかを「育成・
人材開発」に焦点を当てて見ていきたいと思う。

シンガポール政府による人材開発トピックのトレンド
～従来の専門性やマネジメント×8つのスキルトレーニングへ～

　シンガポール教育相は金融とITを融合したフィ
ンテックなどの最新技術に精通した人材育成に力を
入れる方針を示した。世界や地域の金融センターと
して主要産業である金融分野の成長率年４％超、

「年間の純雇用創出で3千人」を目指している。
DBSは2017年に今後5年間でシンガポール国内社
員1万人に対するデジタルスキル向上プログラムに
＄2,000万ドルを投じると発表し、UOBもテクノロ
ジーベースの研修プログラムを従業員教育に
＄2,000万ドル投じると発表している。フィンテッ
ク等の普及により銀行業務が高度にIT化する中、
従業員のスキル開発を進め、競争力を強化する予定
である。
　デジタルやテクノロジーベースのトレーニング投
資は一部の業界に限った話ではない。SkillsFuture 
Singapore （SSG）はこれまでシンガポール人向け
に提供していたスキルとは別に、新しく8つのスキ
ル（図１）のトレーニングプログラムを用意し、2020
年までに年5万人のシンガポール人を育成する予定で
ある。

＜図１：SkillsFutureが新しく提供する8つのスキル＞

1. Data analytics 5. Cybersecurity

2. Finance 6. Entrepreneurship

3. Tech-enabled Services 7. Advanced manufacturing

4. Digital media 8. Urban Solutions

シンガポール人材育成の最新トレンド
～行動変容が最強のソリューション！ブレンドラーニング～

ALUE SINGAPORE PTE. LTD.　Managing Director
BLENDED LEARNING LAB　Lab Director
羽鳥　丈太
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　2017年よりシンガポールがデジタルやテクノロ
ジーの能力開発に力を入れていることがわかる。こ
れは必ずしもテクノロジーだけに特化した人材を育
成しようというわけではない。会計士や弁護士など
の専門的なスキルを持つ人材、またはマネジメント
の立場など、今保有しているスキルに加えて、さら
に8つのいずれかのスキルを備えることが求められ
ている。複雑化する社会のニーズに対応するために
は1つの限られた分野だけでは対応できなくなって
おり、より広範な専門性を備えた人材が不可欠に
なっている。今回のテクノロジーベースのスキル
セットも複雑化する社会ニーズに対応するための施
策の1つだと考えられる。
　ここまでは、シンガポールでの最近の人材開発の
テーマのトレンドを見てきた。次からは従来からあ
る人材開発や研修の手法・やり方に関するトレンド
を見ていく。

人材開発手法のトレンド
～教室研修からブレンドラーニングへ～

　皆さんも過去何かしらの研修を受けたことがある
と思う。その中には、高校や大学の授業のように講
師が一方的に話す形式もあれば、参加者同士がディ
スカッションやグループワークを行う形式もあった
はずだ。また、自宅やオフィススペースでビデオや
教材、ウェブを通じて自分の好きな時間や場所で学
ぶ形式もあったのではないだろうか。シンガポール
でもこれまでの多くの研修のスタイルは今挙げた3
つの種類に当てはまる（図２）。

＜図２：従来の研修の形式＞

形式 種類 概要

講
師
対
面
型

座学・講義型
講師と受講者が対面し、講師
による講義を中心とした学ぶ
スタイル

対話・体験型 受講者が体験、対話を通じて
学びを深めるスタイル

講
師
非

対
面
型

eラーニング
など

テキストやビデオ、ウェブを
通じて自分の都合のよい時間
に学ぶスタイル

　ところが、昨今のテクノロジーの進化、多様な働
き方、効率的な学習スタイルなどにより、研修の形
式が変わりつつある。従来の研修は教室研修（対面
型の形式）だけで行うことが多かったものの、グ
ローバルではその割合が減ってきている。以下のグ
ラフは人材開発に関する世界最大の組織ATDの調
査によるグラフだ。

＜図３：Average Percentage Of Formal Learning 
Hours Available Via Instructor-Led Classroom＞

� 参考：ATD State of Industry report 2017

　このグラフは従来の教室で行う対面型だけの研修
が年々減ってきていることを表している。グローバ
ルでは人材開発にかける時間のうち50％は従来の
対面型の研修であるが、もう50％は対面型の研修
ではなくなっている。では、どのような研修が増え
てきているのかと疑問に思うところだが、その解に
入る前にそもそも人はどのように成長するのか？　
その法則から触れていきたい。
　人が成長する法則の一つとして「70：20：10の
法則」がある（図４）。これは、米国のリーダー
シップ研究のロミンガー社の調査によって導かれた
法則である。経営人材のリーダーシップ開発のため
に有効だった経験の内訳（成長に役立ったと思う出
来事の内訳）は、「70％が仕事上の経験、20％が上
司や周囲の人から受けた助言や薫陶、10％が学習・
教育研修」というものである。

＜図４：人が成長する70：20：10の法則＞

　70％が仕事上の経験であるというのは、皆さんも
心当たりがあるかと思う。残りの20％の薫陶と
10％の学習は人の成長にとって重要ではない、とい

9
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較して順位付けるものではなく相互に関連付け連動
していることが重要である。
　実は多くの企業での人材開発は表面的にはこの3
つが関連付けられているようで実態は関連していな
いことが多いのではないか。例えば、「研修で学ん
だことが日々の実務に関連していなくて使えなかっ
た」、「研修で学んだことを現場で活かそうとしても
忘れてしまっている」、「現場で活かさなくても誰か
ら何も言われることはないし評価に影響しない」、

「研修で学んだことを発揮しても上司からフィード
バックがない」などだ。
　経験・薫陶・学習（研修）の3つを効率的かつ効
果的に関連付けていく手法がこれからのトレンドと

なっている。それが「ブレンドラーニング」である。
　ブレンドラーニングとは教室学習とIT（モバイ
ル学習、オンライン学習など）を融合させた学習形
態である。ブレンドラーニングは教育現場や企業内
研修でも活用されているものの、そのほとんどは、
先にあげた人が成長する法則のうち10％にあたる
学習・研修、または20％の薫陶を効率的・効果的
にするために用いられてきた。
　これからのブレンドラーニングは「経験の70％」
も 対 象 に 入 っ て く る。 シ ン ガ ポ ー ル で も
SkillsFutureがシンガポール国民やPR向けに提供
するThe Singapore Workforce Skills Qualifications 

（WSQ）では2017年より研修プログラムを提供す
る プ ロ バ イ ダ ー に 従 来 の 教 室 研 修（Classroom 

＜図５：The Singapore Workforce Skills Qualifications （WSQ）の研修で求められる形態＞

＜図６：これまでの日系企業によくある人材開発手法とこれからのブレンドラーニング＞
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Learning）だけでなく、ITを活用したTechnology-
enabled Learningまたは職場内での学習活用を目的
としたWorkplace Learningのいずれか2つをブレ
ンドしていくことを要請している（図５）。
　日系企業においてもよくあるケースは、現場育成
はOJTということが多いのではないだろうか。確
かにOJTとして現場上司や先輩社員がコーチング、
フィードバックを通じて部下を育成するというのは
今でも効果的ではある。一方で、これからは上司や
周囲の力によるOJTだけでなく、職場内での学習、
部 下 へ の 薫 陶 を 導 く 学 習 と し てWorkplace 
LearningやTechnology-enabled Learningの手法も
併せて活用していくことが求められている（図６）。

　＜3つの学習の形態＞
　　１：Classroom Learning：教室研修での学習
　　２：Workplace Learning：職場内での学習
　　３：�Technology-enabled Learning：テクノロジー

を活用した学習
　それでは、次からはなぜこのブレンドラーニング
が求められているのかを見ていく。

企業研修に対する評価の変化　
～研修満足度・知識定着から行動変容へ～

　ブレンドラーニングが求められてきている理由
は、テクノロジーが進化したからではない。テクノ
ロジーの進化はあくまで手段に過ぎず、ブレンド
ラーニングの目的は人材開発の本質的な目的を果た
すためだ。本質的な目的とは何か？それは事業の最
優先課題を解決するために組織課題を解決すること
である。組織課題を解決するための１つの手段に人
材開発がある。人材開発が組織課題の解決に貢献す
るのは、企業が求めている社員を育成することであ
る。つまり、企業が求める知識・スキル・スタンス
を有し、企業が求める期待役割を果たす社員を育成
することである。
　皆さんの企業で行われてきたこれまでの人材開発
の成果は一体何だっただろうか？それを把握するの
に最もわかりやすいのは人材開発の目標設定と評価
がどうなっていたかを見ることだ。会社によってさ
まざまであるが、図７にある4つの例のうち皆さん
の人材開発の目標設定はどうなっているだろうか？

＜図７：人材開発の目標設定例＞

　上記の目標設定例にあるように、これまでの目標
設定・評価を見ていくと、自社の人材開発ではどこ
を重視してきていたのかがわかる。また、それが真

に自社が求めているレベルなのかどうかも検証でき
るのではないだろうか。
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＜図９：研修に対する評価の変化＞

＜図８：教育研修の効果測定として用いられるカークパトリックモデル＞

　図８は、教育研修の効果測定として用いられるモ
デルの１つであるカークパトリックのモデルであ
る。カークパトリックのモデルではLv1からLv4ま
であり、上記の表はこのLv1-4を人材開発の目標設
定例と照らし合わせている（図９）。
　さて、自社の人材開発の目標設定・評価を御覧に
なられただろうか。一部の企業を除き日系企業の多
くはLv1またはLv2（目標設定ではNo.1の研修実施
または、No.2のスキル・スタンスセット）が多い
のも事実である。
　アメリカをはじめシンガポールでもブレンドラー
ニングが求められている理由は、これまでの「良い
研修を提供する（Lv1）」ことでも「スキルセット

を行う研修（Lv2）」を行うためでもなく、「行動変
容につながる研修（Lv3）」さらには「成果につな
がる研修（Lv4）」を提供することで企業の経営課
題を解決していくことに重きが置かれているからで
ある。
　評価のトレンドは、研修の内容や知識スキルの習
得から行動変容に移っている。これからの人材開発
や研修の評価において重要なことは、「行動変容

（Lv3）」をゴールとした研修の設計と、その期待さ
れる行動変容が起きたかどうかを評価していくこと
である。
　次からは、この行動変容を起こすために具体的に
どのような方法をしていくことが大事かを見ていく。
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執筆者氏名
羽鳥 丈太（はとり じょうた）
経歴

大学卒業後、アルー株式会社にて東証一部上場企業の
人材開発、組織開発コンサルティング、営業、講師に従
事。2013年にシンガポール法人の立ち上げ及び事業化
のために赴任。シンガポールを中心にアジア地域の日系
企業海外現地法人の人材開発コンサルティングとブレン
ドラーニング研究を行っている。

従業員の行動変容を促すための効果的な方法

　従業員の知識・スキルをセットさせるのであれば
研修だけでも十分効果がある。だが、従業員の行動
を変容させたいのであれば、結論から申し上げる
と、研修だけでは不十分である。研修後にフォロー
研修をやるだけでも十分ではない。なぜなら、研修
単体が人に与える効果は知識・スキルの習得とそれ
を実践させるための気づきを促すことだからだ。従
業員の行動を変容させることをゴールとした場合、
先にご紹介したカークパトリックのLv3行動変容を
促し、測定できる現場での事後施策が必要となる。
それは研修ではないし、研修後の知識テストでもな
い。研修での目的、内容が職場での実務と連動し従
業員の行動を生み出す事後施策の提供が必要とされ
る。「行動変容」をゴールとする場合の手法はいく

つかあるが、ここでは研修後の職場内で、従業員
の”量的な行動発揮”と”質的な行動発揮”の2つを
行うことを推奨する（図10）。
　この2点は、職場と切り離された研修施策で完結
するのではなく、研修後の職場内での行動発揮にい
かに接続させるかがポイントである。先のブレンド
ラーニングでご紹介したWorkplace Learningはま
さにこの行動変容を起こすために存在している。
　人材開発という切り口で企業の組織課題の解決に
本質的に向き合うには何が必要か？それは、これま
での満足度の高い研修を行うこと、現場と切り離さ
れた研修を行うことから脱却することである。そし
て、研修×テクノロジー×ワークプレイスのブレン
ドラーニングを活用し「従業員の行動変容にこだわ
る」ことが企業の組織課題の解決に貢献する最強の
ソリューションである。

４．行動変容を起こす効果的な方法
　　ａ．�職場と切り離された研修設計から「職場内

での従業員の行動変容にこだわったブレン
ドラーニング」へ

＜図10：従業員の行動変容を促す研修後職場内でのポイント＞

まとめ

　これまでの内容をまとめると、シンガポールでの
人材開発のトレンドとしてテーマ・形態・評価手法
の3点と、従業員の行動変容を引き起こすブレンド
ラーニングの手法についてご紹介した。
１．シンガポールでの人材開発テーマのトレンド
　　ａ．�従来の専門スキルorマネジメント＋テク

ノロジーベースのスキルへ
２．人材開発の形態のトレンド
　　ａ．�従来の教室研修から「ブレンドラーニング

（教室研修＋テクノロジー＋ワークプレイ
ス）」へ

３．人材開発の評価手法のトレンド
　　ａ．�研修満足度・知識定着から「行動変容」へ

13
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特　　集

　昨今、日本酒に追い風が吹いている。雑誌やテレ
ビで日本酒の特集をよく目にするようになり、消費
者、特に若者の日本酒観は変わりつつある。海外へ
の輸出も好調で、特に地方の地酒蔵の健闘が目立
つ。これらのグローバルな変化が進む中、日本酒に
おける味わいはもとより、生産地の物語への注目が
高まっている。当社は佐渡島で1892年より「真野
鶴」というお酒を造っている蔵元である。シンガ
ポールを含め、およそ15か国に海外輸出している。

〈1892年創業「真野鶴」の蔵〉

2014年からは佐渡の廃校を酒蔵として再生させた
「学校蔵プロジェクト」をスタート。そこは国内外
から多くの人が訪れる場所に育ってきている。本稿
では日本酒業界のトレンドを紹介するとともに、弊
社の取り組みを紹介する。

「真野鶴」の歴史と海外進出

　弊社は新潟県の佐渡島で「真野鶴」というお酒を

造っている。創業は1892年、私で五代目となる。
伝統的な酒造りを基本とし、今では多くの蔵で廃止
された仕込み期間泊まり込みでの酒造りを実施し、
夜間も赤ん坊の世話をするように酒に寄り添う。蔵
の思いが詰まった酒はありがたいことに様々な栄誉
に輝いている。
　そんな私たちのモットーは「四宝和醸（しほうわ
じょう）」という言葉に集約される。これは我々によ
る造語。酒造りの三大要素である米・水・人に生産
地である佐渡を加え、四つの宝の和をもって醸す、と
いう意味である。我々が醸す酒は佐渡の物語を伝え
る語り部として、小さな蔵から世界に旅立って行く。

佐渡の魅力

　では、佐渡はどんな島であろう？佐渡は東京23
区の1.4倍の面積を持ち、人口約57,000人。島では
あるが1000メートルを超える大佐渡、小佐渡山脈
からの清冽で柔らかい伏流水に恵まれる。島の海の
表情は南北でまったく異なる。北は男性的で凛々し

朱鷺の島・佐渡で醸す「真野鶴」の挑戦
～日本酒グローバル時代に目指すもの～

OBATA SAKE BREWERY CO., LTD.
Executive Vice President
尾畑 留美子

〈仕込み中は杜氏は蔵に泊まり込んで夜も酒の世話をする〉
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く険しい景観があり、南は女性的で柔らかく気温も
少し高めだ。北緯38度線上の島はリンゴとミカン
の両方が採れる。島には貴族文化、江戸文化、上方
文化が流れ込み、それらが海で囲まれているが故に
独自の島文化を醸成していった。佐渡島はそんなこ
とから「日本の縮図」とも言われる。
　

好調な海外市場

　ここで目を海外に転じてみよう。海外市場での日
本酒人気は好調に推移しており、ほぼ毎年2桁の率

（％）で増加している。2016年の輸出額は約156億
円。内訳は最大の輸出先である米国が約52億円、
香港（約26億円）、韓国（約15.6億円）と続く。
　これらの海外市場好調の背景には流通スタイルの
変化がある。米国を例にとってみると、過去10年
位の間に現地ローカルの米国人経営企業が流通に携
わるケースが増えている。このことにより、和食店
のみならず米国人経営のレストランのワインリスト
にSAKEが載るなど、非日系市場に日本酒が広が
るきっかけになった。メディアでもワイン雑誌で
SAKE特集が組まれるなど、日本酒に対する注目は
高まる一方だ。蔵元も海外での日本酒プロモーショ
ンに積極的に参加してSAKEを語る。多くのロー
カル外国人が直接造り手と触れあうことで、さらに
酒ファンが広がるという好循環を生んでいる。外国
人にわかりやすいラベルや味わい表現に向けた努力
も進んでいる。
　その一方、現在の日本酒の輸出出荷量は国内生産
量の約3％程度で、他国における國酒の輸出状況に比
較すると大変少ない。海外での日本酒人気ムードを
考えると意外に思う人も多いだろう。実は海外市場
では外国の現地生産の清酒が半分以上を占めており、
日本産、特に地方の小さな地酒が海外市場で見られ
るようになったのは比較的最近のことなのである。裏
を返せば、まだまだのびしろのある市場とも言える。

シンガポールの日本酒市場

　その中でシンガポールの市場を見てみると、もは
やブームを越えていると感じる。日本酒を専門とす

る酒バーがあちらこちらに出来始め、さらには燗酒
専門店まで登場している。暑い国にも拘わらず、最
近お燗を飲ませるお店が出てきたのも、シンガポー
ルからの訪日観光客の増加と流通の多様化が生んだ
賜物ではないだろうか。
　私も毎年シンガポールのパートナーを訪れている
が、成長を続けるシンガポール市場を実感してい
る。料理とのペアリングや日本酒のバラエティにつ
いての関心が高く、専門的な知識を持つ人も多い。
　シンガポールへの輸出額は6億円。国土面積や人
口を鑑みると大きなボリュームであり、しかも前年
比114.3％という伸び率で期待の市場である。さらに
アメリカや香港同様、流通酒の単価が高いことも注
目だ。今後、ますます成長が見込まれると考える。

〈シンガポールのパートナー Inter Rice Asia様と共に〉
 

国内市場における日本酒の世界観の変化

　次に国内に目を移すと、日本酒は長らく停滞期が
続いていた。その生産量は1973年のピーク時には
176万6000リットルであったが、2010年には約3分
の1まで減少した。こうした右下がりのトレンドに
変化が起きたのは2011年のことだ。この年の清酒
課税移出数量は16年ぶりに前年比を上回った。こ
の背景には東日本大震災の復興支援があると言われ
ている。被災地域の日本酒を飲んで支援をしようと
いう動きが東京を中心に沸き起こり、それまで日本
酒を飲まなかった層も含めて日本酒を口にすること
になった。結果、日本酒の味わい、生産地のストー
リーが見直されるきっかけになり、その流れは「日
本酒離れ」と長らく言われていた若年層にまで広

15
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　「古くさい」、「おやじが飲む酒」。それが日本酒の
イメージとされたのは昔の話。近年の日本酒は、大
吟醸はもちろんのこと、発泡酒やにごり酒、辛口か
ら甘口、酸味を感じるタイプ、さらには熟成古酒ま
で、バラエティに富んでいる。その味わいの多様化
と共に近年では多くの雑誌やテレビ等で日本酒の特
集が組まれるようになった。巷では数多くの酒イベ
ントも開催され、女子会なる華やかな場で日本酒を
飲む女性達の姿も当たり前になってきている。多く
の飲食店が日本酒メニューを充実させはじめ、新し
い銘柄の発掘にも余念がない。
　若年層の日本酒観は変わった。日本酒の低迷期と
言われた“失われた三十年”を経て、彼らにはもはや

「コップ酒をあおる上司」は不在である。代わりにあ
るのは輸出量増加のニュースや、海外から配信され
るSAKEを囲むソムリエやシェフの姿だ。今の消費
者にとって日本酒は世界で注目される日本文化の象
徴、あるいはワイングラスで楽しむ国際酒である。
その世界観はスタイリッシュでグローバルだ。
　グローバルな世界観の中で、しかし我々造り手が
大切にすべきものは、小さな生産地の魅力であろう。
クローバリぜーションと技術の向上のおかげで、今
や一定品質のものがどこでも大量に製造することが
可能な時代だ。であるならば、生産地の個性を生か
した「ここでしか出来ないもの」を追求し続けること
こそが、我々が目指す継続のモノヅクリだと考える。

佐渡ならではの酒造りに挑む

　佐渡島の最大の個性とも言えるのが朱鷺であろう。
絶滅危惧種・朱鷺は今、野生下におよそ約300羽が
舞っている。この朱鷺が住む環境を守るために、多
くの農家が低農薬・低化学肥料をはじめ様々な形で
環境に寄り添った米作りに取り組んでいる。弊社の
契約農家である佐渡相田ライスファーミングが栽培
する酒米・越淡麗も、朱鷺が住む環境に配慮した

「朱鷺と暮らす郷づくり認証米」の指定を受けてい
る。さらに佐渡の特産物である牡蛎の殻を活用した
独自の牡蠣殻農法を取り入れ、ミネラルの栄養価に
優れた良質な酒米を育てている。これら佐渡ならで

はの酒米で仕込んでいるお酒の代表が、「真野鶴・
純米大吟醸・実来（みく）」や「真野鶴・純米吟醸・
朱鷺と暮らす」である。
 

〈現在、佐渡では約300羽の朱鷺が自然界で舞う〉

　酒米品種のバラエティは酒の味わいの広がりには
欠かせない。弊社では2016年から佐渡産山田錦の
栽培に挑戦している。山田錦は兵庫県産が主産地で
あり、その北限は新潟県と言われている。佐渡で現
在、山田錦を栽培しているのは弊社のみとなる。こ
の酒米で仕込んだ酒は仕上がり上々で、佐渡で作っ
たミカンのようなナチュラルな柑橘系の甘みと酸
味、リンゴのような爽やかさを持ち合わせている。

〈契約農家の佐渡相田ライスファーミング・相田様（左）〉

 

廃校を酒蔵に。地域創りに挑む
～学校蔵プロジェクト～

　私たちが生産地の個性にこだわったもう一つの取
り組みに「学校蔵プロジェクト」がある。“日本で一
番夕日がきれいな小学校” と謳われながら2010年に

16
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廃校になった旧西三川小学校の校舎を2014年に仕込
み蔵として再生。「学校蔵」と命名してお酒（免許
の関係でリキュール表示となる）を造っている。
 

〈2010年に廃校になった旧・西三川小学校〉

　ここではオール佐渡産にこだわり、酒米は越淡麗
を使用。さらには酒造りのエネルギーも佐渡産を目指
し太陽光パネルを設置し、電気に関しては100％自然
再生エネルギーで賄っている。酒造りは冬に本社で
仕込みがあるため、夏場に実施して「学校蔵」とい
う名前でリリース。また、酒造りを学びたいという人
の受け入れも、一週間通ってもらうことを前提に行っ
ている。長期滞在することで酒の魅力と共に佐渡の
魅力の両方を知ってもらうことが出来る。近年ではア
メリカやスペインなど海外からの参加者も続く。
 

〈「学校蔵」のお酒（左）
酒造りのエネルギーは自然再生エネルギー（右）〉 

　
　学校蔵は酒造りだけではなく、人々の交流の場と
しても活躍している。年に一度「学校蔵の特別授
業」と題し、地域エコノミストの藻谷浩介氏など有
識者を迎えて島内外の多世代の人が集まり佐渡から
島国ニッポンの未来を考えるワークショップを開催。

16歳から72歳まで、多様な人たちが一日限りの特別
授業から気付きを得る貴重な機会となっている。
　様々なアプローチに挑戦しているが、繰り返すう
ちに多くの出逢いに恵まれ、気がつけば世界と佐渡
をつなぐ貴重な機会になってきているように思う。
 

幸せを醸す酒造り

　私は真野鶴を「旅する地酒」と呼んでいる。「真
野鶴」は故郷・佐渡の物語を世界に伝える小さなア

〈特別授業には島内外より約120名が参加〉

〈スペインから酒造りの学びに参加〉

〈学校蔵の特別授業2017〉

17
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1 ンバサダーなのだ。実際、近年は海外で弊社の酒を

飲み、それが縁で弊社を訪ねてくる人が増えてきて
いる。酒が海を越え、佐渡と世界をつないでいる。
　弊社の企業理念は「幸醸心（こうじょうしん）」
と言う。これも我々の造語である。目指すものは、
酒造りを通して、多くの幸せを飲み手、造り手、地
域に醸していくことだ。酒がもたらす人との出逢い
も、大きな幸せに違いない。
　今日もまた、世界のどこかで誰かが真野鶴を手に
取り、佐渡に思いを馳せているかもしれない。それ
は明日、あなたに起こるかもしれない。

〈「幸醸心」の酒造りで佐渡と世界をつなぐ〉

執筆者氏名
尾畑 留美子（おばた るみこ）
経歴

1988年慶応大学法学部政治学科卒業。日本ヘラルド映
画入社、映画宣伝配給に携わる。1955年、実家である

「真野鶴」醸造元・尾畑酒造に入社、現在専務取締役。
「真野鶴・磨35大吟醸・万穂（まほ）」は全国新酒鑑評
会で2001年以降11回の金賞を受賞、イギリスのイン
ターナショナル・ワイン・チャレンジでも2度のゴール
ドメダルに輝く。「真野鶴・純米大吟醸・実来（みく）」
は2017年 にフラン ス で ス タ ートし た 鑑 評 会Kura 
Masterでゴールドメダルを受賞した。2017年5月

『Forbes Japan』により「ローカルイノベーター 55
人」に選ばれる。きき酒マイスター、農水省食料・農
業・農村政策審議会臨時委員、日本酒造組合中央会需
要開発委員、他。著書に『学校蔵の特別授業～佐渡か
ら考える島国ニッポンの未来』（尾畑留美子著　日経BP
社発行）。
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特　　集

1. はじめに

　今後も経済発展が続くASEAN地域においては、
安定的なエネルギー源の確保、持続的かつ環境負荷
の少ないエネルギー資源の開発、省エネ対策などの
エネルギー問題をどう解決していくかはシンガポー
ルを含む地域全体としての大きな課題になっていま
す。
　こうした中、毎年シンガポールで開催されてい
る”Singapore International Energy Week (SIEW)”
は、エネルギー業界およびエネルギー政策にかかわ
る関係者に対して、グローバルでの技術トレンドや
市場動向、最新の成功事例等の情報提供を行い、こ
れからのアジアにおけるエネルギー産業が向かうべ
き方向を議論する場となっています。
　記念すべき10回目を迎えた昨年度（2017年）の
SIEWは、 開 催 テ ー マ を「Rethinking Energy; 
Navigating Change」とし、10月23日～ 27日までの
5日間に渡って、マリーナ・ベイ・サンズのサンズ・
エキスポ&コンベンションセンターにおいて、政府、

ビジネス、学術、エネルギー産業分野の世界的なオ
ピニオンリーダー達を招聘して開催されました。
　登壇者にはシンガポールからは、Mr. Teo Chee 
Hean（Deputy Prime Minister and Coordinating 
Minister for National Security） やMr. S・Iswaran

（貿易産業相（産業担当））などが、日本からも垣見
祐二氏（JERA代表取締役社長）、豊田正和氏（日本
エネルギー経済研究所（IEEJ）理事長兼最高経営責
任者（CEO））、松尾剛彦氏（電力・ガス取引監視等
委員会事務局長）などが、その他にもファティ・ビロ
ル博士（国際エネルギー機関（IEA）事務局長）、ト
マス・ツィマーマン氏（シーメンス・エネルギー管理
部門最高経営責任者（CEO））、ジョン・ムーア氏

（Bloomberg New Energy Finance CEO）、 ギ レ ー
シュ・B・プラダン氏（インド中央電力規制委員会

（CERC）会長）など錚々たる面々が、これからのエ
ネルギー業界への提言や議論を行いました。
　 今 回 は、 イ ベ ン ト の 主 催 者 で あ るEMA※1

（Energy Market Authorityエネルギー市場監督庁）
を代表して、Mr. Jonathan Goh Kok Chye (Director 

シンガポールにおけるLNGを中心とした
エネルギーマーケット展望と日本企業

ENERGY MARKET AUTHORITY OF SINGAPORE
Director for External Relations 
Jonathan Goh Kok Chye
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ルをとりまくエネルギー動向や、その中でのSIEW
の役割、また日系企業に対して期待することなどを
伺ってきました。

 2. ASEAN・シンガポールにおけるこれからの持
続的なエネルギー環境構築に対しては、どういっ
たことをお考えですか？

　ASEAN地域においては、産業分野および輸送分
野を中心としたエネルギー需要増大により、ビジネ
ス環境が現状のままだとすると2040年においては
2015年の2.3倍のエネルギー需要があると想定され
ています。こうしたことが背景となり、2025年に
おいては全エネルギーの23％を再生可能エネル
ギーで賄うターゲット設定がなされていますが、こ
の実現のためにはASEAN地域は再生可能エネル
ギーに対する投資を倍にする必要があります。

　一方で、現時点におけるASEAN地域の再生可能
エネルギー構成比率はまだ13.6％であり、もし仮に
すべてのASEAN諸国が現行の各国政策目標値を達
成したとしても再生可能エネルギー比率は17.5％ま
でしか到達しません。つまり、23％という高い目標
値達成のためには各国政策目標を越えた何らかの取
り組みが必要になってくるのです。
　現時点においてはこれからのエネルギー需要を賄

える施設が存在していないことが最大の課題であ
り、太陽光や風力、地熱といった再生可能エネル
ギーを利用した発電施設の建設がまず行わなければ
いけないことです。ASEAN各国はそれぞれが異な
る地理的環境に置かれているので、太陽光発電、風
力発電、バイオマス、潮力発電などそれぞれの国に
あったアプローチの仕方が存在しているはずです。

　同時にこうした再生可能エネルギーに関わる政策
や規制体系などについても整備をしていく必要があ
ります。また、こうした大きな改革を推進していく
ためには、財源の確保も重要な課題であり、毎年約
10億米ドル以上の投資を行うことが必要となって
きます。諸外国から魅力的な投資対象と見てもらえ
るようになることも、我々がこれから取り組んでい
かなければいけないことです。既に中国をはじめと
したたくさんのASEAN外企業が、太陽光発電等の
エネルギー技術をASEAN地域に輸出したり、投資
を行う機会を伺っています。
　各国がビジネスの機会を伺っている状況だとはい
え、ASEANのエネルギー問題に関しては国家間の
争いといった捉え方はしていません。というのも、

TFEC※2 Projections in BAU※3, by Sectors

TFEC Projections All Scenarios

APAEC※7 RE※8 Target : 23% in 2025

Source : The 5th ASEAN Energy Outlook, published by the 
ASEAN Centre for Energy (ACE)※4

※5
※6

Source : The 5th ASEAN Energy Outlook, published by the 
ASEAN Centre for Energy (ACE)※4

Source : The 5th ASEAN Energy Outlook, published by the 
ASEAN Centre for Energy (ACE)※4
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東南アジア地域では、まだ1億2千万人の生活者が
電力やそのサービスにアクセス出来ない状況にいま
すが、例えば、中国の投資活動によりこれらが改善
される可能性があるからです。ラオスやカンボジア
とは送電網の契約を締結しており、中国と地続きで
ある地理的特性を活用して電力網の連結を行ってい
くようです。　アメリカもシェールガスの輸出機会
を虎視眈々と狙っているとのことですが、ASEAN
地域におけるガス関連のインフラ整備とその連結性
をどう実現するかは、いまだ大きな課題として残っ
ています。
　日系企業は再生可能エネルギーに関する知見が豊

富であり、技術的な面からも引き続きサポートをし
ていただきたいと考えています。投資に関しても既
に国際協力銀行、JETROや様々な日系企業から行っ
てもらっていますが、日本政府系機関・日系企業か
らは今後も引き続き有望な投資対象として見ていた
だき、投資を拡大して頂きたいです。
　シンガポールに関していえば、過去には石油火力
発電所による電力が中心という状況だったのです
が、現時点においてはガスおよびLNG（液化天然
ガス）での電力供給が95％という構成へと変貌を
遂げました。石油に比べるとよりクリーンなエネル
ギー源であるということに加え、LNGは輸送性が
高いために全世界からの調達が可能です。
　シンガポールは国土が小さいため、どうしても太
陽光発電などを行うには十分な面積が確保できませ
んが、資源が自国内にないシンガポールにおいて
は、今後も、エネルギーの安全保障の観点からも、
新しく多様でクリーンなエネルギー源へと移行をし
ていく計画です。太陽光発電についても、シンガ

ポール政府の目標では2020年までにはピーク電力
で350メガワットを達成し、2020年以降においては
ピーク電力で1ギガワットを達成することになって
います。

2. では、シンガポールはLNG中心のエネルギー
政策へと転換していく中で、どういったことを考
え、どういった取り組みをしているのでしょうか？

　シンガポールにおいてはLNGの産出自体はない
ため、他国から調達を行ってくることが必要になり
ます。シンガポールにおいてLNGターミナルが操
業を開始したのは2013年ですが、これにより全世
界からLNGを調達することが出来るようになりま
した。現時点においては、シンガポールにおいて
LNG購入を出来るのは2016年にライセンスが付与
されたShellとPavilion Energyの2社があります。
この2社の選定については、2段階でのRFPのプロ
セスを経て、信頼性、柔軟性、競争力のある価格で
LNG供給が可能であると判断されており、それぞ
れ年間100万トンを3年間に渡って購入できる権利
を持っています。
　LNGターミナルの取扱量も現時点で年間1100万
トンに拡大をしたところですが、更にこの取扱量を
増強していく予定です。自国向けLNGだけでなく、
シンガポールはアジアのLNG取引で商流や値決め
の一大中心地、“LNG取引のハブ（中核）”になる
政策を推進中です。
　LNGは従来、売り手と買い手が原油連動の価格
で長期契約するのが主でしたが、既にアメリカや
ヨーロッパにおいては、取引に必要なLNG価格指
標を持っておりオープンに取引がなされるように
なっています。
　一方で、いまだアジア地域においてはLNG価格
として基準となるようなものは存在していません。
そこで、シンガポールのほかにも、東京、香港、上
海、ソウルといった各都市がアジアのLNG取引の
ハブ（中核）となるべく、鎬を削っている状況で
す。LNG取引のハブとなるうえで、シンガポール
が不利なのは国内需要が中国や日本に比べると小さ
いということですが、逆にいえば日本や中国で取引
されるLNGは、国内向けの比率が大きくなってし

Power Investments for 23% APAEC RE Target

Source : The 5th ASEAN Energy Outlook, published by the 
ASEAN Centre for Energy (ACE)※4

21

シンガポールにおけるLNGを中心としたエネルギーマーケット展望と日本企業

1-4-Energy Market Authority of Singapore-180222.indd   21 18.2.22   9:50:42 AM



JC
C
I月
報
2
0
1
8
年
0
3
月
号

デ
ー
タ
作
成
日
：
1
8
/0
2
/2
2
　
S
E-
0
6 まうということでもあります。

　シンガポールは、国内需要は小さいですが、LNG
取引ということでは既にＬＮＧ輸入に関するスポッ
ト取引も可能となっており、小規模取引を行うこと
が 可 能 で す。 ま た、 シ ン ガ ポ ー ル 証 券 取 引 所

（SGX）は、アジア市場の代替ガス価格指標として、
Singapore LNG Index Group（Sling）とNorth Asia 
Slingの取引を開始しています。
　このおかげで世界中から多くのLNG取引を行う
会社を誘致できており、日本からも大阪ガス、東京
ガスや総合商社などにシンガポールを拠点に取引を
行ってもらっています。
　今後については、貿易システムとともにLNG取
引に付随する金融サービス、法務サービス、透明性
などをきちんと構築していきます。
　引き続き、日系企業の皆様が、シンガポールにお
いてLNG取引に参加いただくことで、今後はその
他の東南アジア諸国へのLNGマーケットにおける
玄関口の役割を果たせると考えています。

3. 本年（2018）、シンガポールにおいてSIEWと
同 時 開 催 さ れ 第36回 のASEAN Ministers on 
the Energy Meeting において、議長国としてこ
のイベントではどういったことを成し遂げたいと
お考えですか？

　本年の10月29日に開催予定のMinisters on the 
Energy Meetingは“Resilience and Innovation”とも
関係した内容になる予定です。議長国として開催出
来るチャンスは10年に1回のことなので、この機会
を非常に重要なものだと捉えており、ASEAN地域
におけるエネルギー分野での協力関係構築に向けて
尽力していくつもりです。内容としてもSIEWとも
密接に関連してきます。
　大きな議題としては、クリーンエネルギー、
LNG、エネルギー投資という３つのことを想定し
ています。もちろん、この他にもたくさん議論すべ
きことはありますが、今後エネルギーの需要が大き
な増大をするASEAN地域においては、いかにして
インフラの整備計画を確固としたものにするかは重
要であり、この3つの議題（クリーンエネルギー、
LNG、エネルギー投資）の優先順位は最も高いも
のです。

4. 本 年（2018） のSingapore International 
Energy Week (SIEW)は、どんな場になるので
しょうか？

　国際エネルギー機関（IEA：International Energy 
Agency）の世界エネルギー展望によれば、インド、
中国とともに東南アジア地域は、エネルギー需要が
2000年から2015年にかけて倍増したアジアにおけ
る3つの成長エンジンの1つだとされています。
　こうしたことを考えると、ASEAN地域内に住む
生活者にとっても、地域外の投資家にとっても、た
くさんのビジネス機会がある場であり、SIEWはそ
ういったことを発見するには最適の機会です。
　今年度に訴求すべきなのは、いかにしてASEAN
諸国が一体となって、世界中の投資家からエネル
ギービジネスという面でわざわざこの地域を選んで
もらえる環境を創り出せるかだと思います。
　クリーンエネルギーというアプローチにより、
ASEAN地域に住む、まだ電力の恩恵を受けられて
いない1億2千万人の生活者の方々に向けて電力を
供給し、気候変動への対策となり、同時に一般の
方々の生活を向上させることを、どう実現出来るの
かを何らかの形でお示しすることが出来ればと考え
ています。
　また、同時にEast Asia Summit Energy Ministers 
Meetingを開催する予定であり、ASEAN10カ国ととも
に、日本、中国、韓国、オーストラリア、ニュージーラ
ンド、インド、ロシア、アメリカの８カ国を合わせた18
カ国の代表者によるイベントとなる予定です。
　ASEAN Ministers on Energy Meetingと合わせ
て、昨年度以上に多様な参加者による様々な議題が
提供される場になると思いますので、是非多くの日
系企業の皆様にもご参加いただけたらと思います。
　本年度の開催日程は10月29日～ 11月2日、場所
は昨年度と同じ、マリーナ・ベイ・サンズのエキス
ポ＆コンベンションセンターです。6月～ 7月にか
けて、より詳しい情報をお出しすることになると思
いますので、ご注目ください。
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5. 最後に日系企業のみなさんに対して、メッセー
ジ等があればお願いいたします

　シンガポールにおける貿易環境はアクティブで
オープンなものであるため、世界各国からシンガ
ポールに拠点を設立してLNG貿易をしてもらえる
企業が集まってきています。また、前述の通り、
LNG取引に関わる金融面、法務面のインフラは強
固なものであり、またシンガポール政府の方針もき
わめて透明性が高いものです。そういった意味で、
是非、これからもまずは日系企業の皆様にはシンガ
ポールでのビジネスを推進・拡大して頂きたいと思
います。
　また、エネルギー問題は、様々な業界の問題と直
接繋がっていることですので、今までSIEWのイベ
ントにご参加いただていないような方々にも是非こ
の機会にSIEWをご活用いただければ幸いです。
　例えば伝統的な通信企業の方々も、現在はそのイ
ンフラ設備を活用してエネルギーと通信双方を扱う
ようになりつつあり、こうした従来はエネルギー業
界外にいたプレイヤーの方々にも、本年度のSIEW
ではご登壇頂ければ、さらに魅力的な場になるので
はないかと思っております。
　皆様にとってのビジネス機会を提供し、同時に
ASEANにおけるエネルギー問題を解決出来るよう
に尽力してまいりますので、何卒よろしくお願いい
たします。

6.　終わりに

　Mr. Jonathan Goh Kok Chyeは、日本への留学経
験もあり、日本文化や企業に対しても非常に理解が
深い方でした。また同時に、世界中の企業や政府と
のやり取りの中で、ASEANおよびシンガポールが
置かれた状況を非常に客観的に把握されており、そ
うしたことがSIEWのコンテンツのあちらこちらに
反映されています。
　是非、皆様も新たなビジネス上の視点や機会のヒ
ントを手に入れる場として、本年度のSIEWをご活
用いただければと思います。

＜注釈＞
※1 エネルギー市場監督庁（EMA）
シンガポールのエネルギー市場監督庁（EMA）は、通商産
業省に属する法定機関。同機関の主な目標は、確実かつ安
全なエネルギー供給を保証し、エネルギー市場での効果的
な競争を促し、シンガポールにおけるダイナミックなエネ
ルギーセクター開発を行うことである。活動を通じて、持
続的成長に向けた進歩的なエネルギー環境を創出するよう
尽力している。www.ema.gov.sg
※2 TFEC : Total Final Energy Consumption
※3 BAU : Business-as-Usual Scenario 
※4 The 5th ASEAN Energy Outlook: 
http://www.aseanenergy.org/resources/the-5th-asean-
energy-outlook/  
※5 ATS : AMS Target Scenario 
※6 APS : ASEAN Progressive Scenario
※7 APAEC : ASEAN Plan of Action for Energy Cooperation 
2016 - 2025 
※8 RE: Renewable Energy

執筆者氏名
Jonathan Goh Kok Chye

（じょなさん ごー こっく ちー）
経歴

　Jonathan Goh Kok Chye is the Director for 
External Relations at the Energy Market Authority 
of Singapore (EMA), a statutory board under the 
Ministry of Trade and Industry. He is the 
Singapore leader for the Senior Officials Meeting 
on Energy at ASEAN, APEC and G20 meetings. 
Jonathan also organises the annual Singapore 
International Energy Week (SIEW).
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業界プラス1

　日本のビジネスパーソンが思い描く、あるいは日
本の経済メディアを通して見るシンガポールの姿は
どのようなものだろうか。地域統括会社の設置場
所、金融や物流の中心、もしくはR&D拠点といっ
たところだろうか。本稿の読者諸氏にはすでにご存
知の方もいると思うが、今、シンガポールはさらに
その先を見据えている。それは製造業の「デジタル
化」と「自動化」を通じて高付加価値化を可能に
し、 企 業 の 競 争 力 を 向 上 す るAdvanced 
Manufacturing Technologies、すなわち次世代製造
技術だ。
　2016年、日本とシンガポールは国交樹立50周年を
迎え、日本はシンガポール経済の重要なパートナー
であり続けている。博報堂は、シンガポール経済開
発庁（以下、シンガポールEDB）指定のマーケティ
ング・PRエージェンシーとして、日本企業のシンガ
ポールの取り組みに対する認知・理解を向上させる
役割を負っている。企業の意思決定者にリーチする
ためのG to B（Government to Business）の広報活
動なので、TVCMを制作するといった通常の広告会
社のビジネスとは毛色が異なる。
　本稿では、我々が日本市場でどのような広報活動
を展開してきたかをご紹介させていただく。ともす
れば、シンガポールに駐在されている日本企業の皆
様にとっては当たり前の内容が含まれているかも知
れない。しかし、日本側で2年弱広報活動を行って
きて、日本のビジネスパーソンや経済メディアの認
識は、シンガポール側とはギャップがあるように感
じた。そのギャップをどのように埋めてきたか本稿
を通じてご理解いただければ幸いである。

　ご存知の通り、日本とシンガポールは過去50年
間、良好な経済関係を維持してきた。JCCIの会員数
は800を超え、日本からの2017年の固定資産投資額
は約9億シンガポールドルであり1、経済の結びつき
は年々強まっている。次の50年、さらに関係を強化
すべく、シンガポールは先端製造業、特に高付加価
値製造や最先端テクノロジーの導入に注力してお
り、高効率化を目指す日本の製造業にとって理想的
なロケーションとなることを目指している。2

　冒頭で触れたように、シンガポールは地域統括会
社やR&D拠点の「先」を見据えて動き出している。

「Advanced Manufacturing Technologies＝次世代製
造技術」を旗印に、製造業とITベンダーを集積した
エコシステム構築や、次世代製造技術を扱うことの
できる人材育成を進めている。そして実際に、日本
企業を含む多くのグローバル企業がすでに次世代製
造技術の導入と実践を進め、高付加価値化・高効率
化を実現し始めている。
　実は、シンガポールにおいて、製造業はGDPの
約20%を占める非常に重要な産業分野であるが、シ
ンガポールに進出していない企業や日本の経済メ
ディアにとって「シンガポール＝製造業」はなかな
かイメージしにくいものであった。ASEANの他の
国、例えばタイやベトナム、インドネシア、ミャン
マーといった労働力コストが安い国こそが日本がイ
メージする「製造業のベースとなる国」であった。
　しかし、労働力コストだけが製造業のキーファク
ターではない。シンガポールでは、製造業の競争力
を高める次世代製造技術について、二つの分野を推
進している。ひとつめが自動化。ロボティクスに

次世代製造技術の実践の場を目指す
シンガポール

業界プラス1　広告・メディア

HAKUHODO INC.
PR Director
室　健
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よって製造プロセスを自動化したり、アディティ
ブ・マニュファクチャリングのような、より破壊的
な技術も出てきている。もうひとつの分野がデジタ
ル技術である。センサーによって製造工程をデータ
化しクラウドに統合することで、ビッグデータ解析
を行い、製造プロセスをデジタルで改善していくこ
とが可能となる。自動化技術とデジタル技術をうま
く取り入れれば、製造プロセスを最適化し、労働力
コストや資源・土地の豊富さに関わらず、生産性を
高め競争力を上げていくことができる。そして、シ
ンガポールでは、製造業を全てスマート化し、世界
でもトップクラスの競争力を持つ工場を輩出しよう
としている。3

　我々は、今や最先端の製造業を検討する格好の市
場となったシンガポールの取り組みをもっと日本で
知ってもらい、中長期的にはより多くの日本企業に
シンガポールで次世代製造業を実践することを検討
してもらうべく日本市場で広報活動を行ってきた。
具体的には「Advanced Manufacturing Technologies
＝次世代製造技術」をPRのキーメッセージとして、
①�定期的なニュースリリース発行で日本のメディア

にシンガポールの製造業の今を伝える
②�インタビューを通じて次世代製造業への情熱と取

り組みを直接語る
③�メディア・ビジネスパーソン向けに次世代製造業

の情報提供を行うセミナーの企画・運営を行う
④�ビジネスパーソン向けのオンラインマガジン
「Bridge」を発行する（下図参照）

といった活動を展開してきた。

　「シンガポールで次世代製造業を」というキー
メッセージの理解を促進するため、下記のような
ファクトを合わせて発信していった。

A）シンガポールの人材育成
　次世代製造業を推進するためには、最先端技術を
理解している人材が不可欠である。例えば南洋理工
大学では、高度な次世代製造技術を身につけた人材
を輩出すべく、専門のアディティブ・マニュファク
チャリングコースや研究開発機関を設置した。ま
た、シンガポールEDBは様々な企業の人材育成プ
ログラムに積極的に協力してきた。4

B）シンガポールの企業エコシステムとマッチング
　シンガポールには、次世代製造技術のノウハウと
サポートを提供する企業がすでに多数進出してお
り、シンガポールEDBでは企業のニーズに応え、
最適なパートナーの紹介やマッチングを行ってい
る。また、大企業と優れたスタートアップ企業や中
小企業とのパートナーシップも進んでいる。

C）シンガポールのデジタル競争力
　IMD世界競争力センターでは、「IMD世界デジタ
ル競争力ランキング」を発表し、シンガポールは世
界首位に立った。シンガポールはランキングを構成
する3つの分野のうち、「知識」、「テクノロジー」
の2分野で1位、「将来に向けた準備度」で6位と
なった。さらに、知識は24年連続、テクノロジー
は5年連続でトップを維持している。5

（シンガポールEDBのオンラインマガジン「Bridge」。年4回発行）
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1 D）�インダストリー 4.0導入に向けた診断・支援

ツール
　2017年11月、シンガポールEDBは検査や認定、
トレーニングを行うドイツの世界的企業TÜV SÜD
と共に、企業がインダストリー 4.0を導入するのを
支援する診断ツールを策定した。各企業がインダス
トリー 4.0を導入するにあたっては、業種や規模に
よって段階や方法が大きく異なるのが現状である。
本ツールは、規模や産業に関係なく、すべての企業
にとって包括的なツールとなるよう設計され、プロ
セス、テクノロジー、組織の3つの主要要素と16の
評価マトリックスから構成されている（下図参照）。
6もしまだ活用されていない企業の方がいれば脚注
にあるリリースをご一読いただければ幸いである。
　また、メディア・ビジネスパーソン向けに次世代
製造業の情報提供を行うセミナーを開催し、シンガ
ポールにおける次世代製造業の取り組みの具体事例
を日本市場に紹介してきた。2017年10月5日、日
本最大級のIoT見本市CEATEC JAPANにて開催
したセミナー「シンガポールと始めたIoTの旅」で
は、インダストリー 4.0導入へ向けた最新状況を紹
介した。過去2年間に25社のグローバル企業が次世
代製造技術への投資を行い、その中には多くの日本
企業が含まれている。同11月7日にEDBとアクセ
ンチュアとの共催により行われた「化学工業のデジ
タリゼーション」セミナーではEDB副次官である
リム・スウィニェン氏がアジアのグローバルハブと
しての役割を果たすシンガポールの化学産業の状況
と、次世代製造技術への最新状況を発表した。7

　こうした活動を通じて、徐々に日本のビジネス

パーソンや経済メディアのパーセプションが変わっ
てきた手ごたえを実感している。シンガポールの取
り組みについて取り上げた主要な報道を見てみよ
う。鉤括弧内が記事抜粋、下線・太字は筆者が追加
した。

■�日刊工業新聞（2017年5月25日）「シンガポー
ル　企業誘致　IoTで加速」

　EDB副次官のリム・スウィニェン氏へのインタ
ビュー。「すでに生産設備制御の横河電機やビル制
御の米ジョンソンコントロールズなど IoT関連の技
術を持つ企業がシンガポールに進出している。IoT
を導入したい企業があれば、すぐにでも始められる
環境がある」「すでにシンガポールに拠点を構える
日系化学メーカーの中には、まずシンガポールの工
場でIoTを導入し、次に日本の工場への導入を考え
ている企業がある」と述べている。

■�日経テクノロジーオンライン（2017年5月26日）
「シンガポールは新サービスの開発と実証に向く」

　EDB副次官のリム・スウィニェン氏へのインタ
ビュー。「（シンガポールは）技術面、ビジネス面で
のイノベーションを促進する戦略を進めており、そ
のための企業誘致を現在でも進めている。『新しい
サービスを素早く開発するためには多様な人材が必
要だが、シンガポールは英語圏であり、国際的にさ
まざまな地域からの人材が来ている。地元出身者の
教育水準も高い。事業を進める上での協力企業を見
つけることも容易。知的財産に関する法体系も欧米
に近い』という」

■�日刊工業新聞（2017年8月22日）　「IoT・AIで
産業高度化　最先端技術の発信拠点に」

　「ASEANで、IoTやAIによる産業の高度化が始
まっている。先頭を走るのがシンガポールだ」「（住
友化学の）土佐泰夫IT推進部理事は『シンガポー
ルはIT先進国。新しい技術が身近にある』と日本
より先にシンガポールで実証実験をする理由を語
る。培ったノウハウは日本を含む世界の拠点へ広げ
る方針だ」（シンガポールEDBとTÜV SÜDが策定したスマートインダ

ストリー準備指標）
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■�週刊ダイヤモンド（2017年11月14日）　
　「ASEAN設立50周年　巨大市場攻略の鍵」
　EDB副次官のリム・スウィニェン氏へのインタ
ビュー。「ASEANおけるシンガポールの位置付け
は、developing（新興国）の中のdeveloped（先進国）。
他の国が目指すべき次のステップを示すことが、わ
れわれの役割だと考えています。」「自動化を進めさ
らに生産性を高めるとともに、教育にも注力する」
と述べている。

　要約すると、シンガポールがASEANの中で
IoT・AI等のデジタル技術をリードしていること、
それを製造業を始めとする産業の高度化に結びつけ
る土壌ができあがっていること、そのためのハイレ
ベルな人材、知的財産権の法体系が整備されている
ことに言及されており、また、こうした取り組みの
成果はASEANの他の国や世界中に展開されていく
ことが期待されている。
　地道な活動の積み重ねはこれからも続くが、我々
としては広報により日本とシンガポールの製造業の
架け橋となり、「シンガポールで培う次世代製造技
術を通じて日本企業の競争力を向上する」「より多
くの日本企業が参入することで、シンガポールの次
世代製造技術をますます強化する」ことを実現して
いきたいと考えている。そのために在シンガポール
の日本企業の皆様からのご協力を賜ることができれ
ば幸いである。
　最後になるが、年4回発行している経済・投資マ
ガジン「Bridge」には、日本企業に向けたメッセー
ジ、そしてこれからの経営に役立つ情報が満載なの
で、まだ購読されていない読者の方がいればぜひ
ホームページからご登録いただきたい（無料）。8

＜注釈＞
1 �https://goo.gl/5x42ZQ
2 �https://goo.gl/j58gS3
3 �https://goo.gl/x2eLrc
4 �https://goo.gl/x2eLrc
5 �https://goo.gl/vJw2Qt
6 �https://goo.gl/7dWsTw
7 �https://goo.gl/mRcbfm
8 �https://goo.gl/1cyNQQ

執筆者氏名
室 健（むろ たけし）
経歴
東京大学工学部建築学科及び同大学院修了後、2003年 
㈱博報堂に入社。日系企業・外資系企業等のグローバ
ルPR戦略立案に携わる。2014年社費留学にてミシガ
ン大学でMBAを取得。2011年カンヌ国際クリエイティ
ビティ・フェスティバルPR部門シルバー受賞、2016
年カンヌ国際クリエイティビティ・フェスティバル
Masters of Creativity Competition Winner。

27

業界プラス1：次世代製造技術の実践の場を目指すシンガポール

2-1-業界�らす1-180221.indd   27 18.2.21   6:15:22 PM



JC
C
I月
報
2
0
1
8
年
0
3
月
号

デ
ー
タ
作
成
日
：
1
8
/0
2
/2
1

Ms. Grace Khoo Jiamin
国際基督教大学　教養学部　奨学生

（September 2018- July 2019）

1Please tell us about yourself (name, age, 
name of current university & field of study)

My name is Grace and I am a second-year student at the 
National University of Singapore (NUS) in the Faculty of Arts 
and Social Sciences. I am currently majoring in Japanese 
Studies and am also reading Economics as a minor. 
I first gained an interest in Japan through exposure to 
Japanese pop culture content, which was why I began 
taking Japanese language lessons after graduating from 
secondary school. Knowing that I could major in Japanese 
Studies at university was a huge motivation for me as I 
worked towards my ‘A’ levels.

2What made you want to 
study in Japan?

As a Japanese Studies major, I am always looking out for 
opportunities to experience Japan. Studying in a Japanese 
university is something I had always wanted to try, so I am 
thankful for this scholarship which will grant me a year at 
International Christian University. By staying in Japan for 
an extended period of time, I will be able to experience 
daily life there first-hand, interact with locals and practise 
using the Japanese language. All in all, I believe that 
studying in Japan can greatly enhance my knowledge of 
Japan and its society.

3What do you intend to study at the 
university in Japan?

I hope to take a combination of Japanese language and 
Japanese Studies courses at the university. As my 
research interests lie in the areas of Japanese history, pop 
culture and society, I intend to study courses related to 
these areas and expose myself to a variety of good 
research topics. I am looking forward to exchanging 
viewpoints with and learning from my course mates!

4How do you hope to bridge yourself 
between Singapore & Japan in future?

As a Japanese Studies major, I think many possibilities 
await me. I would like to do something related to my 
areas of interest that can also help to promote greater 

1Please tell us about yourself (name, age, 
name of current university & field of study)

Hello! I am Samantha, currently a third year student at the 
National University of Singapore (NUS). Since languages 
and Japanese culture have always been two areas of 
interest for me, pursuing a Major in English Language 
(Linguistics) and a Minor in Japanese Studies was a natural 
decision, and I have never looked back since. Beyond 
academics, I also engage in activities held by the university’
s Japanese Studies Society to immerse myself as much as 
possible into Japanese culture, hone my communication 
skills and enjoy the company of friends who share the same 
passion and interests. My fascination with stories motivate 
me to meet new people and travel to new places to learn 
their stories, and to eventually tell some stories of my own 
from these acquired experiences.

2What made you want to 
study in Japan?

Japan is a fascinating country that is recognised as culturally-
rich and rooted in tradition, and yet also known as one of the 
most innovative and inspirational contemporary societies in 
the world. While learning these parts about Japan in NUS has 
been rewarding and interesting, I believe learning about 
Japanese society while being in Japan itself first-hand 
experiencing the surroundings and interacting with the locals 
for a year would offer a far deeper and more intimate 
understanding of how Japanese society operates and why it 
is unique. This opportunity to study in Japan is therefore 
invaluable in not only expanding my knowledge of the 
country, but also possibly empathizing with the experiences 
of those living in Japan and helping others back home to do 
the same.

3What do you intend to study at the 
university in Japan?

There are many exciting courses that I desire to take up 
during my time at Waseda University. I intend to take 
courses related to Linguistics and Japanese Society as I 
have read such modules in NUS and am interested in how 
Waseda University might facilitate their lessons differently. 
This would greatly widen my perspectives in these subjects. 
I also hope to improve my Japanese language through both 
language classes in school and my interactions with the 
locals there. Additionally, I wish to take the opportunity to 
be exposed to subjects I would otherwise not have the 
chance or resources to learn in NUS, such as Science and 
Astronomy, as expanding my knowledge in these areas also 
allows me to take up new perspectives and communicate a 
greater variety of ideas with more people.

4How do you hope to bridge yourself 
between Singapore & Japan in future?

I believe my experience and training in languages and 
Japanese Studies at NUS and this coming opportunity to 

understanding between Singapore and Japan. If it could 
be made possible, I would love to produce documentaries 
or shows about Japan, specifically in relation to Japanese 
history and society. I strongly believe that besides the 
‘Cool Japan’ image, there remains many sides to Japan 
that deserve to be showcased to anyone in Singapore 
who is interested in Japan! 

JCCI Singapore  Foundation

月報1月号にて既報の通り、シンガポール日本商工会議所
基金「2017年度基金」からは、16の団体と2名の学生へ
の寄付金授与が決まりました。その中から、今回は2名の
学生についてご紹介します。

前年度寄付先団体・奨学生紹介　連載第33回
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Ms. Samantha Leong Hwai Yan
早稲田大学 国際教養学部　日本概論コース　奨学生

（September 2018- July 2019）  

1Please tell us about yourself (name, age, 
name of current university & field of study)

Hello! I am Samantha, currently a third year student at the 
National University of Singapore (NUS). Since languages 
and Japanese culture have always been two areas of 
interest for me, pursuing a Major in English Language 
(Linguistics) and a Minor in Japanese Studies was a natural 
decision, and I have never looked back since. Beyond 
academics, I also engage in activities held by the university’
s Japanese Studies Society to immerse myself as much as 
possible into Japanese culture, hone my communication 
skills and enjoy the company of friends who share the same 
passion and interests. My fascination with stories motivate 
me to meet new people and travel to new places to learn 
their stories, and to eventually tell some stories of my own 
from these acquired experiences.

2What made you want to 
study in Japan?

Japan is a fascinating country that is recognised as culturally-
rich and rooted in tradition, and yet also known as one of the 
most innovative and inspirational contemporary societies in 
the world. While learning these parts about Japan in NUS has 
been rewarding and interesting, I believe learning about 
Japanese society while being in Japan itself first-hand 
experiencing the surroundings and interacting with the locals 
for a year would offer a far deeper and more intimate 
understanding of how Japanese society operates and why it 
is unique. This opportunity to study in Japan is therefore 
invaluable in not only expanding my knowledge of the 
country, but also possibly empathizing with the experiences 
of those living in Japan and helping others back home to do 
the same.

3What do you intend to study at the 
university in Japan?

There are many exciting courses that I desire to take up 
during my time at Waseda University. I intend to take 
courses related to Linguistics and Japanese Society as I 
have read such modules in NUS and am interested in how 
Waseda University might facilitate their lessons differently. 
This would greatly widen my perspectives in these subjects. 
I also hope to improve my Japanese language through both 
language classes in school and my interactions with the 
locals there. Additionally, I wish to take the opportunity to 
be exposed to subjects I would otherwise not have the 
chance or resources to learn in NUS, such as Science and 
Astronomy, as expanding my knowledge in these areas also 
allows me to take up new perspectives and communicate a 
greater variety of ideas with more people.

4How do you hope to bridge yourself 
between Singapore & Japan in future?

I believe my experience and training in languages and 
Japanese Studies at NUS and this coming opportunity to 

understanding between Singapore and Japan. If it could 
be made possible, I would love to produce documentaries 
or shows about Japan, specifically in relation to Japanese 
history and society. I strongly believe that besides the 
‘Cool Japan’ image, there remains many sides to Japan 
that deserve to be showcased to anyone in Singapore 
who is interested in Japan! 

study at Waseda University would greatly equip me to be 
an effective intermediary between Singapore and Japan. 
With this on top of my strong interest in sustaining and 
promoting Japan to others,  I  aspire to apply my 
knowledge in these areas effectively by taking up 
positions such as an English language educator, 
interpreter or diplomat. I hope to be able to play an active 
role in communications between both countries both 
ways – acting as a window through which improved 
understanding and heightened appreciation for each 
other’s culture can be facilitated.

お知らせ
シンガポール日本商工会議所「2017年度募金」に、
DENSO INTERNATIONAL ASIA PTE LTD様より、
S $2,500の寄付金を追加で頂戴しました。この場を
借りて、厚く御礼申し上げます。

JCCI基金事務局
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2018年8部会合同新年会

シンガポール日本商工会議所　2018年8部会合同新年会
　去る1月22日、Regent Singaporeにて2018年8部会合同新年会を行いました。今年は約220名のみなさ

まにご参加いただき、積極的な交流の中、楽しい時間を過ごしていただけたことと思います。

　観光・流通・サービス部会山下部会長の挨拶で開会され、会頭及び8部会長（部会長代理）による鏡開

き、続いて栃折会頭の音頭で乾杯が行われました。本年のアトラクションといたしましてシンガポールを

拠点に、世界各地幅広くご活躍されているサンドアートの芸術家、ステーシ・リーさんによるサンドアー

トをお楽しみいただきました。最後に第一工業部会白川部会長の三本締めで閉会をいたしました。

30
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2018年8部会合同新年会
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2018年8部会合同新年会
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JCCIイベント写真

1月〜 2月 JCCIイベント写真

2月1日　観光・流通・サービス部会主催 パネル討論会
「激論：アジアのイノベーション聖地はどちら？ シンガポールvs深セン、そして日系企業の生きる道」

1月28日　貿易&運輸通信部会　懇親ゴルフ

34
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2月7日 第1・第2工業部会、運輸・通信部会共催
 「シンガポール戦跡視察会」

35

JCCIイベント写真
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議事録

第568回理事会　議事録

日　時：2018年1月9日（火） 12：30 ～ 14：00
場　所：日本人会 2階　ボールルーム
出席者：栃折会頭、岡田、鈴木、入江、郡司、高沢副会頭、西田（浩）、高橋、松藤、桑田運営担当理事、石

井（智）、堀内（浩）、堀内（文）山下、稲見、緋田、木下、赤木、古田、若井、白川、石井（誠）、
土光、稲垣、小澤理事、石井、今井監事、利光、石井（淳）参与、長尾事務局長　　計30名

栃折会頭が議長となって開会した。

議　事：
1 ．前回（第567回）議事録承認
　栃折会頭が前回（第567回）の議事録について諮ったところ、異議なく承認された。

2 ．審議事項
（1）2018年理事選挙のための選挙管理委員の指名について	

　理事選挙実施のための選挙管理委員会について、委員長に松藤理事、副委員長に西田理事、委員に石井
監事、今井監事、長尾事務局長を指名する旨、栃折会頭より説明があり、諮られたところ、異議なく承認
された。

（2）入退会について
　長尾事務局長より、5法人会員、2個人会員の入会申請、6法人会員、1個人会員の退会申請があった旨説
明され、諮られたところ異議なく承認された。これにより会員数は、法人会員725社、個人会員93名、計
818会員となった。

3．報告事項
（1）会頭報告、最近および今後の主要行事・会合について
　　栃折会頭から以下の行事について報告があった。　
　　・1月8日に賀詞交換会が開催された。
　　・1月22日にはJCCIの8部会合同新年会が開催される。

（2）大使館ならびにJETROからの報告・連絡事項
　　日本大使館の堤参与より以下報告があった。
　　・1月8日の賀詞交換会への参加に感謝する。
　　・1月7日には河野外務大臣が来星し、ビビアン・バラクリシュナン・シンガポール外務大臣と意見交換

を行った。
　　JETROの石井所長から以下の報告があった。
　　・1月10日のセミナーにおいて、アセアン域内の見通し、日系企業調査の結果を踏まえた報告、一帯一

路デジタルエコノミーなどをテーマとして講演する予定。2月2日のセミナーでは、南西アジアの市場
チャンス、安全対策について、各国ジェトロ事務所長を招いたパネルディスカッションを行う予定。
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＜2018年2月入会会員一覧＞
    会　員　名 格付 備　考

JPP FAR EAST (S) PTE LTD

［貿易部会］

A
（法人）

Paper trading business
現地法人（100%日本出資）
設立登記：1969年12月
従業員数：40（派遣邦人1）

WEST JAPAN RAILWAY HOTEL
DEVELOPMENT LTD SINGAPORE
BRANCH

［観光・流通・サービス部会］

A
（法人）

セールス及び市場調査
支店
設立登記：2017年12月
従業員数：1（派遣邦人1）

ALBIREX SINGAPORE PTE LTD

［観光・流通・サービス部会］

B
（法人）

Sports & related business
現地法人（100%日本出資）
設立登記：2003年8月
従業員数：50（現地邦人35）

IINO SHIPPING ASIA PTE LTD

［運輸・通信部会］

B
（法人）

Commercial ship owner and operator
現地法人（100%日本出資）
設立登記：2008年8月
従業員数：11（派遣邦人3）

IINO SINGAPORE PTE LTD

［運輸・通信部会］

B
（法人）

Commercial Management Service for 
ocean going vessels
現地法人（100%日本出資）
設立登記：2002年3月
従業員数：24（現地邦人15）

ABEJA SINGAPORE PTE LTD

［運輸・通信部会］

C
（法人）

AI プラットフォームを提供（Data Processing）
現地法人（100%日本出資）
設立登記：2017年3月
従業員数：4（派遣邦人2）

ANGEL PLAYING CARDS SINGAPORE PTE 
LTD

［第2工業部会］

C
（法人）

Planning, development & sales of playing 
cards & casino related products
現地法人（100%日本出資）
設立登記：2015年4月
従業員数：9（派遣邦人6）

TEAMSPIRIT SINGAPORE PTE LTD

［運輸・通信部会］

C
（法人）

Sales of cloud application software & 
consulting service
現地法人（100%日本出資）
設立登記：2017年11月
従業員数：1（現地邦人1）

UNION SINGAPORE PTE LTD

［建設部会］

C
（法人）

Manufacturer & marketing of door hardware
現地法人（100%日本出資）
設立登記：2016年3月
従業員数：2（現地邦人2）

Ms. Harumi Moriguchi
（DELOITTE & TOUCHE LLP）

［観光・流通・サービス部会］

D
（個人）

監査、税務（法人、個人、GST）業務
その他
設立登記：1967年
従業員数：1500（派遣邦人10）

最近の推移：
（’ １６年５月）８５４会員、（’ １６年６月）８５６会員、（’ １６年７月）８４９会員、（’ １６年９月）８５４会員、（’ １６年１０月）８５４会員、
（’ １６年１１月）８５２会員、（’ １６年１２月）８５４会員、（’ １７年１月）８４０会員、（’ １７年２月）８３４会員、（’ １７年３月）８３５会員、
（’ １７年４月）８２４会員、（’ １７年５月）８２６会員、（’ １７年６月）８３１会員、（’ １７年７月）８１７会員、（’ １７年９月）８２１会員、
（’ １７年１０月）８２２会員、（’ １７年１１月）８２０会員、（’ １７年１２月）８１８会員、　（’ １８年１月）８１８会員

※2018年2月号に掲載いたしました YCP Management Southeast Asia 様の所属部会に掲載ミスがございました。
　正しい所属部会は「金融・保険部会」となります。お詫びして訂正いたします。
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事務局より

シンガポール日本商工会議所
事務局便り

≪　2018年2月活動報告 　≫　
観光・流通・サービス部会主催　パネル討論会
「激論：アジアのイノベーション聖地はどちら？シンガポールvs深セン、そして日系企業の生きる道」
　去る2月1日（木）、日本人会オーディトリアムにて観光・流通・サービス部会主催のパネル討論会「激
論：アジアのイノベーション聖地はどちら？シンガポールvs深セン、そして日系企業の生きる道」が開催さ
れました。特別ゲストの川ノ上氏（エクサイジングジャパン）による、深センとドローンの現状についての
プレゼンテーションから始まり、太田氏（日経新聞）による司会の下、シンガポール派の山浦氏（富士通ア
ジア）と好川氏（SMU）、そして深セン派の岡川氏（三井住友銀行）と川ノ上氏との間で、熱くライブ感の
溢れる討論が繰り広げられました。当日は105名の方々に御参加いただき、開催後のアンケートでも大変ご
好評をいただきました。

≪　2018年3月　行事予定　≫　予定は事情により変更・追加されることがございます。
開催日 開催区分 イベント名 時間・場所

3月6日（火） 部会 運輸通信部会
「チャンギ空港＆シンガポール航空 施設見学会」

09:45－17:00
Changi Airport&SQ Training Center

3月8日（木） 委員会 3月広報委員会 12:30－14:00
未定

3月8日（木） 部会 第1工業部会　懇親ゴルフ 12:00－21:00
SICC

3月8日（木） 委員会 3月度会員講演会
「アセアン家庭における男女平等について（仮）」

15:00－17:00
日本人会

3月11日（日） 部会 金融・保険部会「懇親ゴルフ」 08:00－15:00
Laguna National Golf and Country Club

3月13日（火） 理事会 3月度運営担当理事会
第570回理事会

11:30－12:14
12:15－14:00

日本人会

3月14日（水） 部会 第2工業部会　懇親ゴルフ 13:00－20:30
Tanah Merah Country ClubClub

3月14日（水） 部会 建設部会
「地下鉄トムソン線226工区」現場見学会 未定

3月15日（木） 委員会 3月度会員講演会
「2018年度シンガポール予算概要（仮）」

15:00－17:00
日本人会

3月20日（火） 総会 JCCI 年次総会 18:30－20:30
Shangri-La Hotel Singapore

3月25日（日） 部会 第3工業部会「懇親ゴルフ」  12:30－19:00
Laguna National Golf and Country Club

3月29日（木） 基金 JCCI 基金年次総会 13:30－14:30
JCCI会議室
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日本シンガポール協会便り

日本シンガポール協会よりお知らせです

　かつてシンガポール日本人会の合唱団に籍を置いた歌好きの仲間が、帰国後２００８年に
都内で立ち上げたアマチュア合唱団です。２０１４年から、日本シンガポール協会の合唱団
となりました。
　ＪＣＴの最大の目標は２年に一度、シンガポール日本人会オーディトリアムに集まり、現
地の合唱団とジョイントコンサートを開催することです。

　次回のシンガポール公演　ご案内
　　　２０１８年　秋（予定）

　・入会資格：とくになし。ＪＣＴの
　　モットー「仲良く　楽しく　美しく」にご賛同いただける方
　・練習日：月２回・第２土曜日午後、第４日曜日午前（原則）。不定期で懇親会あり
　・会場：港区・新宿区の公共施設ほか
　・団費：年会費：10,000円 
　・�1年の公演：ファミリーコンサート、施設訪問、日本シンガポール協会のイベント出演、

JAS JOINT CONCERT（2年ごと。2016年11年19日、於シンガポール日本人会）など
　・レパートリー：日本のうた、外国のうた等、多数

日本シンガポール協会便り　No.59

はい、こちらは「日本シンガポール協会」です！
「日本シンガポール協会」は1971年の設立以来、「シンガポール日本商工会議所（JCCI）」とも密接に連携
し、日本とシンガポールとの経済協力、文化交流を深めるための活動をボランティア・ベースで行っていま
す。シンガポールとの関係、交流を深めるため、ご帰国されましたら、あるいは今から協会の活動にご参加
されませんか。ご入会を心からお待ちしています。連絡先は下記のとおりです。（2013年1月に、事務所は
港区赤坂より港区芝に引っ越しました）

一般社団法人　日本シンガポール協会
〒108-0014 東京都港区芝4-7-6 芝ビルディング308号
　電話：03-6435-3600  FAX：03-6435-3602 
　E-mail：singaaso@singaaso.or.jp
　ホームページ：http://www.singaaso.or.jp/

東京で練習して、シンガポールで歌いましょう♪

混声合唱団「ＪＣＴ」へのお誘い

　　Ｔｈｅ　Ⓙａｐａｎ　Ｓｉｎｇａｐｏｒｅ 

Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　

　　　　Ⓒｈｏｒｕｓ　ⓉＯＫＹＯ
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March, 2018
編集後記

　今月の月報では、3本の記事がシンガポール政府・関係機関の直近の戦略や方向
性についてのものです。資源の乏しいシンガポールという国がエネルギー分野でど
いうった戦略をとっているかを、これからの電力小売自由化、及びLNGを中心とし
た再生エネルギー戦略という２つの異なる視点で記事にして頂き、更にはEDBが日
本及び日本企業に対してどういったPR戦略をとり企業誘致などを行っているかをご
執筆頂きました。また、今後ますます世界的にその流れが加速していくと言われて
いるIndustry4.0（第四次産業革命）の中で企業がAIをどう利活用するかについて
の記事もご用意いたしました。一方で少し視点を変え、シンガポリーアンにも非常
に人気のある日本酒が、これからどうやって世界へと展開していくのかという話題
についても、蔵元の方にご執筆頂きました。
　シンガポールに暮らしておりますと、これからの日本企業にとってヒントとなる
ことがたくさん見つかりますが、昨年の12月にも私個人として2つほど印象深いこ
とがありました。１つは、オーチャードロードで渋滞解消のために一時的にロビン
ソンデパートとマンダリンオーチャードの角に歩行者用信号機を設置し、スクラン
ブル交差点としての社会実験をしていたことです。なかなか日本ではスピード感や
実行力含めてここまでのことは出来ないだろうなと感心しました。もう１つは、同
じく12月にサマセットにオープンしたドンキホーテの連日の盛況ぶりです。日本人
だけでなく深夜まで多くのシンガポーリアン達が来店している様子は、まだまだ日
本企業・日本ブランドの力は健在だなと再確認出来ました。
　今月の月報につきましてもそれぞれの記事が、シンガポールから学べることや、
これからのビジネスの大きな方向性、および日本企業・ブランドの持つ潜在力につ
いてをテーマに編集をさせていただきました。シンガポールにおいてご活躍されて
いる日系企業の皆様のこれからのビジネスにとって、何らかのヒントとして頂ける
ようであれば幸いです。最後になりますが、お忙しい中ご執筆を頂きました皆様に
この場を借りて心より御礼申し上げます。
（編集後記執筆　HAKUHODO CONSULTING ASIA PACIFIC PTE. LTD. 末広 英之）

○氏名　早瀬 恭（はやせ きょう）
○出身　愛知県
○在星暦　1年
○会社名　JAC RECRUITMENT PTE LTD
○仕事内容　人材紹介、人材コンサルテーション支援
○趣味　ダンス
○シンガポールのお気に入り　トップダウンな政治

○月報読者の皆様へ　昨年度に引き続き、担当させていただきました。今回も
旬な話題ばかりかと存じます。目まぐるしく変化するマーケット下ではあり
ますが、楽しみながら乗り切っていきましょう。

○氏名　末広 英之（すえひろ ひでゆき）
○出身　三重県
○在星暦　1年8か月
○会社名　HAKUHODO CONSULTING ASIA PACIFIC PTE. LTD.
○仕事内容　ASEAN地域を中心としたアジア地域におけるマーケティング・

ブランディング支援
○趣味　美術館・建築巡り、楽器演奏
○シンガポールのお気に入り　常に変化していて面白いモノ・コトがどんどん

見つかるところ

○月報読者の皆様へ　昨年度に引き続き本誌の編集作業を通じて、いつもは接
点のないような方々にお話を伺うことが出来、シンガポールについてまた新
しい発見をすることが出来ました。読者の皆様にとっても、何かひとつでも
ご興味を持っていただける記事となっていれば幸いです。

末広 英之 早瀬 恭
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